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常
任
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
に

　
宇
治
市
議
会
五
月
臨
時
会
は
、
五
月
二
十
三
日
出
に
開
会
。
議

長
や
副
議
長
の
選
出
の
後
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
や
常
任
委
員

会
委
員
な
ど
も
選
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
選
は
、
正
副
議
長
の

辞
職
と
常
任
委
員
の
任
期
切
れ
に

よ
る
も
の
。

　
素
工
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投

票
の
結
果
、
第
二
十
代
議
長
に
加

壁
晨
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
投
票
の
結
果
、
第
十
九
代
副

　
加
藤
　
吉
辰
議
長

議
長
に
野
田
両
議
員
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
監
査
委
員
に
は

　
　
秋
月
賢
治
議
員

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

に
秋
月
賢
治
議
員
か
選
任
す
る
議

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
野
田
　
勇
副
議
長

　
さ
ら
に
、
四
つ
の
常
任
委
員
会

の
委
員
長
と
副
委
員
長
、
並
び
に

委
員
の
選
任
を
行
い
、
城
南
衛
生

管
理
組
合
議
会
議
員
牽
沢
定
し
ま

し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
の
構
成
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

　
守
‥
委
員
長

　
○
＝
副
委
員
長

■
総
務
常
任
委
員
会

○
庄
司
　
洋
　
竹
林

○
正
木
久
雄
　
川
口

リ
　
前
窪
義
由
紀
　
平
岡
久
夫

　
浅
見
健
二
　
秋
月
賢
治

　
な
お
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
議

会
の
議
員
は
、
総
務
常
任
委
員
会

の
委
員
八
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会

旦
函
　
明

［
池
内
光
宏

　
水
谷
　
修

　
丹
羽
広
一
郎

能錨

1□§勇窟

■
建
設
水
道
常
任
委
員
会

○
菅
野
多
美
子
　
野
口

○
小
山
勝
利
　
佐
藤

　
宮
城
日
出
年
　
福
井

　
堤
　
武
彦
　
浅
井

■
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

○
久
保
田

○
山
本

　
川
原

　
野
田

　一
勇行正勇

お
気
軽
に
ご
相
談

母
子
福
祉
推
進
委
員

一

美

學
U

加川足野
地口立上

　信恭清勇博子一

　
母
子
福
祉
推
進
委
員
は
、
母

子
家
庭
と
寡
婦
の
福
祉
向
上
を

　ご存じですが？

人権擁護委員制度
６月１日は人権擁護委員の日

　
六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員

の
日
。
昭
和
二
十
四
里
八
月
一

日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間

人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
人

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
。

生
活
上
の
問
題
・
母
子
寡
婦
福

権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で

す
。

　
本
市
に
も
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が

十
人
お
Ｇ
れ
ま
す
。
人
権
に
関

す
る
こ
と
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明

る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
の
人
権
相
談

▼
と
き
・
：
６
月
１
日
困
、
午
前

　
1
0
時
～
午
後
３
時
。

▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
２

祉
施
策
全
般
の
身
近
な
窓
口
と

な
っ
て
お
り
、
京
都
府
宇
治
地

方
振
興
局
の
に
子
相
談
員
と
協

力
し
な
が
ら
、
相
談
・
指
導
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
度
の
母
子
福
祉
推

進
委
員
に
は
、
左
表
の
皆
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
を
。
（
福
祉
年
金
課
）

平
成
元
年
度
の
母
子
福
祉
推
進
委
員
（
敬
称
略
）

荒
木

た
み

青
田
イ
ソ
工

清
水
美
代子

池下

恭子

長
谷
川
和子

山
口
慧
津子

山
本
か
おり

金
井
百
合子

小川

土海

中井

英子

西田

ﾉゝ
｀/

滝
沢
美
佐尾

中田

文
子

氏

名

広
野
町
茶
崖
裏３

広
野
町
小
根尾
34

宇
治
乙
方
布

宇
治
弐番
37

宇
治
弐
番２

宇
治
大谷
29

菟
道
田中

41
の
ｌ

菟
道
只
川
25

木
幡
平尾

28の
300

五
ヶ
庄
折坂
49

翫

実

25？

五
ケ

庄・西

･浦
39
の
３

五
ヶ
庄
西
浦

20
の
39

住

所

43
１
６
３
５０

43
１
５
１
９０

24
１
１
５
８９

21
１
２
８
８
１

21
１
２
８
５
１

23
１
１
７
４
６

22
１
１
６
６
８

　21
バ
　２
　０
　６
　５

32
　１
　０
　０
　０
　６

32
１
４
６
８
２

32
　１
　８
　５
　０
　８

31
　１
　８
　６
　０
　１

32
１
０
３
７
０

電

話

田端

悦
子

江□

ュ
キ

辻

/ゝ
ナ

辻

初
子

岩
月

初
美

活

みツ

中
司

末
栄

木下

富
美

森
岡

稔子

松
井

和代

中
井

し
げ

木
村

節子

氏

名

　槙
　島
　町

40本ヌ

棋

鵬

町

－
ノ

t-1'･

89

横
島
町
大
幡
10

横
鵬
町
北
内７

吉ｍ
ｊ

吉
男
誌ａ

小
介
町
久保
39

吉

町需

ISI

5

リ 　大
　久
　保

9岬i

大
久
保
町山

ノ'
内
３

広
野
町
東裏
42

住

所

22

３
７
３
８

22
１
１
５
２７

21
１
２
８
２７

21

４
５
５３

22

９
１
１８

23
１
７
６
５２

21
１
４
０
８９

24
ｉｏ

５
５８

44
１
０
４
３７

44
１
３
８
１９

43
１
５
４
３１

41
１
７
０
４４

電

話

『人権擁護委員(敬称略)

▼
費
用
・
：
無
料
。

（
広
報
課
）

前
川

桂
子

藤
原

了
孝

福
島

秀
次

谷
口

武
治

柴
田

定
治

能
木

治
夫

北
川

稔

井

戸
囲

侃

慨

Tcf･

な
山

一
雄

氏

r,

気

道
丸

山
１
の
69

五
ヶ

庄

人
林

43

の
１

広

野
町

寺
山

53

の
３

宇

治
宇

文
字

11
の
12

木
幡

f-
尾

17
の

63

横

島
町

北
内
53

伊

勢
田
町

Ｅ
語

40

木

幡
熊

小
路
４

の
８

羽
拍
r･

町

22

宇
治

否
法

11

の
５

臨

所

21

３
４
５８

31

８
５

３
２

43

２
６

８
９

21

４
６

１
１

32

６
６
２
０

22

０
１

５
３

41

７
２
６

0

31
　１

　８

　４

　８

　９

43

７
７

２
３

21

４
３

８
０

電

話

石川さ

ゆりシ

ョー

　７月16日(日)午後1時半と5時（2回公演）

　文化センター大ホール

　　☆Ｓ席5,000円　☆Ａ席4,000円

　　　前売り券は６月3日(上)から発売

　　　　　　　　プレイガイド

　市文化センター／市観光協会(観光案内所)／松T時計店]
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４
市
役
所
玄
関
で
池
本
市
長
や
職
員
の
歓
迎
を

　
受
け
る
咸
陽
市
経
済
考
察
団
の
一
行

宇治市の友好都市

中国・咸陽市から

　　初の経済考察団

　
本
市
と
友
好
都
市
提
携
し
て

い
る
中
国
・
陳
西
省
咸
陽
市
の
経

済
考
察
団
（
団
長
・
王
保
京
副
市

長
、
五
人
）
が
五
月
十
一
日
、
農

・
工
業
視
察
の
た
め
飛
宇
。
市
役

所
を
訪
れ
、
池
本
正
夫
市
長
と
歓

談
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
経
済
交
流
や
農
業

問
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
換

さ
れ
た
ほ
か
、
市
民
を
中
心
と
す

る
訪
中
団
を
今
秋
、
本
市
か
ら

咸
陽
市
に
派
導
客
こ
と
が
約
束

さ
れ
ま
し
た
。

　
咸
陽
市
か
ら
の
経
済
考
察
団
の

訪
問
は
今
回
が
初
め
て
。
一
行
は

短
い
日
程
の
中
で
、
市
内
の
企
業

や
製
茶
工
場
、
農
家
な
ど
を
視
察
。

こ
の
ほ
か
、
市
議
会
や
商
工
会
議

所
か
表
敬
訪
問
、
至
錫
稚
園
や

三
室
戸
小
学
校
に
魚
崇
俑
ば
す

な
ど
、
精
力
的
に
市
内
か
見
学
し
、

十
五
日
朝
、
宇
治
を
後
に
し
ま
し

た
。

人
権
思
想
啓
発
活
動
の
重
点
目
標

。
回
回
個
個
個
個
語
順
回
個
個
個
肇
輦
個
個
個
個
個
個
個
囲
・

。
日
鰯
㈲
圀
喘
源
脂
翠
会
一
昭
四
囲
四
囲
器
器
湿
器
湿
囲
四
器
・

。
日
日
面
鍼
廻
畔
㈹
翔
素
面
胞
胚
京
盈
感
慨
順
圃
四
国
四
器
・

白
浜
訓
告
白
熊
回
剔
胆
銘
懇
舅
目
回
置
四
回
・

言
羅
誤
診
難
示
難

心
白
頭
目
回
回
護
添
置
軽
回
目
男
目
回
目

白
謁
忌
圈
翻
梁
万
能
皿
灘
随
翻
器
四
回
男
男
男
Ｊ
Ｅ
Ｓ
器
目

o
ｒ
。
ご
。
乙
。
Ｃ
。
と
き
２
泥
２
ｇ
ｌ
に
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
。
Ｑ
Ｓ
。
Ｃ
Ｓ
Ｓ
。
Ｑ
Ｓ

市議会

5月臨時会　正副議長など決まる

議長に加藤議員、副議長に野田議員

常
任
委
員

会
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地域の健康づくりを推進
食生活改善推進員｢若葉の会｣

私
達
の
健
康
は

　
私
達
の
手
で

　
　
「
若
葉
の
会
」
は
、
本
市
が
行
っ
た
栄
養
教
室
の
修
了
生
を
会

員
と
す
る
、
食
生
活
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
‐
プ
で

す
。
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
、
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
で
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
生
活

が
地
域
に
根
づ
く
よ
う
、
食
生
活
や
健
康
問
題
を
考
え
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
食
生
活
の
普
及
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
健
康
水
準
が
大

今
高
上
し
、
人
生
八
十
年
時
代

を
迎
汽
る
ぶ
っ
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
人
口
の
高

齢
化
や
栄
養
の
片
寄
り
、
運
動
不

足
な
ど
に
よ
る
成
人
病
（
が
ん
・
心

臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
）
・
肥
満
・
貧

血
の
増
加
な
ど
新
た
な
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。
健
康
な
生
活
と
食

牛
活
は
切
ひ
離
し
て
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
特
に
、
成
人
病
は
習
慣
病
と
も

い
わ
れ
、
間
違
っ
た
食
生
活
が
大

き
な
原
因
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い

康
ｙ
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
と
り
、
飽
食
や
粗
食
、
偏
食
な

ど
に
注
意
し
、
健
康
な
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
「
若
葉
の

戸
は
、
一
年
間
の
栄
養
教
室
で

学
ん
だ
技
術
や
知
識
牽
目
分
の
家

庭
だ
け
で
な
く
、
近
所
や
地
域
に

も
広
め
、
地
域
の
健
辰
つ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
①
地
域

の
皆
さ
ん
の
食
生
活
改
善
の
た
め

に
、
消
費
生
活
展
や
夏
休
み
子
ど

も
料
理
教
室
な
ど
へ
の
取
り
組
み

②
成
人
病
予
防
の
た
め
、
食
生
活

の
中
か
ら
塩
分
を
減
ら
す
「
減
塩

運
動
」
や
、
「
乳
児
期
か
ら
の
正
し

い
食
習
慣
づ
く
り
」
な
ど
に
取
り

組
む
中
で
、
市
の
保
健
予
防
事
業

に
も
協
力
。
例
え
ば
、
血
圧
相
談
で

は
、
参
加
者
に
減
塩
み
そ
汁
な
ど

の
減
塩
食
の
試
食
品
づ
く
り
を
行

い
圭
Å
今
年
度
は
、
六
月
・
七
月
、

十
二
月
・
一
月
の
血
圧
相
談
で
減

塩
食
の
試
食
品
づ
く
り
）
。
そ
の
ほ

か
、
減
塩
梅
干
し
づ
く
り
講
習
会

で
の
指
導
、
離
乳
食
教
室
で
幼
児

の
お
や
つ
づ
く
り
、
妊
婦
教
室
の

参
加
者
に
食
牛
活
改
善
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
点
宮
居
相
互
の
親
睦
と

知
識
の
向
上
の
た
め
の
研
修
会
１

な
ど
で
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
要

望
に
も
こ
た
え
て
、
食
牛
活
改
善

の
講
習
会
な
ど
に
も
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

地
域
の
推
進
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
詳
し
ぐ
は
、
高
齢
者
福
祉
課

　
（
Ｓ
⑩
3
1
4
1
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
鴛

※
食
生
活
改
善
推
進
員
・
：
婦
人
の

健
凩
つ
く
肛
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
養

成
。
全
国
で
約
土
八
万
堅
人
、

京
都
府
下
で
は
二
士
八
百
人
の
推

進
員
が
各
市
町
村
単
位
で
活
動
を

お
気
軽
に
ご
相
談
を

「
若
葉
の
会
」
会
長

松
井
徳
恵
さ
ん

　
こ
れ
か
ら
も
「
地
域
に
根
ざ

し
た
健
辰
っ
く
り
」
を
目
指
し
、

機
会
あ
る
ご
と
に
食
牛
活
改
善

の
呼
ｙ
ぼ
を
強
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
／
積
極
的

に
こ
の
取
り
組
み
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
気
軽
に
地

域
の
推
進
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▲夏休み子ども料理教室での実習

　　(63. 8 . 22、木幡公民館)

展
開
し
て
い
未
了
。
本
市
で
も
、

現
在
九
十
二
人
の
推
進
員
が
市
民

の
健
康
。
つ
く
り
に
向
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
「
若
葉
の
会
」

　
　
　
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
「
若
葉
の
会
」
で
は
、
数
々
の
活

動
か
行
つ
て
い
未
了
。
今
回
は
次

の
二
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｏ
従
来
の
梅
干
し
の
半
分
以
下

の
塩
分
で
漬
け
る
「
減
塩
梅
干
し

づ
く
り
」
講
哭
Ｔ
。
「
若
葉
の
会
」

が
指
導
か
始
め
て
か
ら
で
は
五
年

目
に
。
こ
の
講
習
会
で
は
、
成
人

病
予
防
と
減
塩
の
大
切
さ
を
知
り
、

生
活
の
中
で
塩
分
を
減
ら
し
て
、

ぷ
喋
に
慣
れ
て
い
た
か
Ｖ
ふ
つ

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
○
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
て
い
る
離
乳
食
教
室
…
。
「
若
葉

の
会
」
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
少
し

昭和63年度の栄養教室を修了された皆さん

大
奇
ぐ
な
っ
て
か
ら
栄
養
夕
禰
う

役
目
を
持
っ
て
い
る
お
や
つ
を
、

お
母
さ
ん
が
手
づ
く
り
で
で
き
る

よ
う
指
導
。
こ
の
ほ
か
、
食
生
活

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
、
核
家
族

化
か
進
む
中
で
大
切
な
役
割
奎
果

た
し
て
い
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

　
　
　
　
登
　
場

　
今
年
、
新
た
に

に
入
会
さ
れ
た
お
Ｉ

「
若
葉
の
会
」

一
人
に
、
食
生

　
近
年
、
私
た
ち
の
食
牛
居
は

豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で

は
、
成
人
病
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
ず
。
自
分
の
好
み

本
位
の
食
牛
居
を
し
て
い
る
と
、

健
康
障
害
が
起
き
た
り
、
成
人

病
に
な
り
や
す
い
食
習
慣
に
陥

る
こ
と
に
な
り
未
了
。

　
物
の
豊
富
な
今
日
こ
そ
、
栄

養
知
識
夕
垂
１
　
か
し
て
、
豊
富
な

食
品
の
中
か
ら
王
手
に
選
び
、

う
ま
く
組
交
お
せ
て
食
べ
る

と
い
う
食
牛
活
設
計
が
必
要
で

す
。
健
康
。
つ
く
り
の
食
牛
活
で

は
、
次
の
こ
と
牽
心
掛
け
ま
し

①
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
食
べ
過
ぎ
に
気
鷺
付
け
、
よ

　
く
体
を
動
か
し
て
肥
満
の
予

　
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
脂
肪
ほ
と
り
過
ぎ
な
い
ぶ
つ

　
に
し
、
動
物
性
（
魚
は
除
く
）

活
改
善
推
進
員
と
し
て
の
抱
負
を

伺
い
ま
し
た
。

　
家
族
の
健
康
は

　
ま
ず
食
生
活
か
ら

　
　
　
　
森
田
文
子
さ
ん

　
友
に
誘
石
れ
、
何
と
な
く
栄
養

教
室
を
、
受
講
さ
し
て
い
た
だ
い

耘
で
し
た
。

　
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、
家
族
の

し
好
本
位
の
食
牛
活
に
な
肛
が
ち

で
あ
っ
た
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
６
群
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
１
日
3
0
食
品
を

目
標
に
、
食
事
に
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
よ
う
。

　
よ
り
、
植
物
性
の
油
客
尻

　
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
塩
分
の
と
り
過
ぎ
政
昭
笙

　
し
ょ
う
。

ビタミン、ミネラル

の給源(とくにビタ

ミンcの給源

　
だ
し
の
取
り
方
、
香
辛
料
・
香

味
野
菜
か
使
っ
て
の
減
塩
等
々
を

教
わ
り
、
家
族
の
健
康
は
、
ま
ず

食
牛
活
か
ら
と
、
改
め
て
主
婦
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

　
芦
兄
芦
ん
新
製
品
が
出
ま
わ
り
、

氏　　私 住　　　　所 電　謡
川口八一笑心 広野町手山58－69 43－1640

分光　妙子宇治大'ff28－25 23－2354

片野　敏子広野町丸山42－2 43－0151

森剛　文千広野町桐生谷34－2－8 43－3631

遠藤　綾子大久保町平<iS.l－i 43－9288

辻井　秀子広野町新成田26－Il 44－4979

吉田　陽f-大久保町Jl､tv;76-i府営住宅21-202 43－6055

前川　純子大久保町平盛5－I58 43－4030

中島　笑江大久保町山ノ内20－6 43－1734

長鵬美佐江小介町西浦44－20 22－5546

山村　久子小狸町西浦10－31 22-r8475

東　叫 f- 小倉町西浦36－40 22－0744

奥川　令子宇治半白85－22 Z3－9077

高橋吋卜 小介町西畑28－5 24－0161

池旧富芙子m鵬町本屋fi40-lｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ横島7-726 23－0558

久保田文子横島町本屋敷40-1ﾀﾞiﾄﾝﾀｳﾝ9S,i-m20－3791

野田みち子横島町中川原146－4O 22－7804

角田　フジ伊勢田町毛語lOO 41－7256

前田富久恵伊勢田町中ノ田37－102 43－7374

大石美智子伊勢田町井尻69－14 44－7450

黒木千代子宇治瓦落32－8 23－6979

鳥田　泰子琵琶台１丁目15－5 23－9043

石井　明子宇治弐番78　・ 21－4064

長谷川土枝宇治下居35－7 23－5734

沖　　弘心折居台4丁目1－155 20－4675

谷口　悦ｆ琵琶台3丁目5－15 21－3063

久保旧政子五ヶ庄野添53－1 32－0559

伊藤　律了-泥道丸山1－118 22－9572

山旧　育恵五ヶ庄西河原21－72 33－4707

⑤
手
作
り
料
理
で
食
卓
を
家
族

　
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
ま
し

便
利
に
な
っ
て
い
く
昨
今
、
ご
近

所
の
人
と
共
に
学
び
な
が
ら
、
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
き
た

く
思
い
未
了
。

　
食
生
活
で

　
家
族
の
健
康
管
理

　
　
　
　
角
田
フ
ジ
さ
ん

　
減
塩
、
バ
ラ
ン
ス
栄
養
と
す
っ

か
り
深
い
意
識
を
も
つ
ぷ
つ
に
な

っ
た
こ
の
一
年
。

　
基
礎
か
ら
の
わ
か
り
や
す
い
授

業
で
、
う
す
味
の
中
に
も
材
料
の

本
当
の
旨
味
（
う
ま
み
）
か
見
つ
け

た
り
、
一
品
目
で
も
多
く
の
食
品

牽
食
べ
た
り
、
我
が
家
で
も
家
族

の
健
康
を
管
理
す
る
重
要
な
役
目

を
立
派
に
果
た
せ
る
ふ
つ
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
若
葉
の
会
で
引

き
つ
づ
き
勉
強
し
、
皆
さ
ん
の
役

に
立
て
た
φ
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

992

　
「
若
葉
の
会
」
は
五
年
目
か
迎

え
、
今
年
新
し
い
会
員
が
加
わ

り
、
会
員
数
が
九
十
二
名
の
会

と
な
り
ま
し
た
。
「
私
達
の
健

康
は
私
達
の
手
で
」
兌
昌
葉

に
活
動
を
す
す
め
て
き
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
減
塩
運
動

や
Ｉ
・
１
・
２
運
動
（
一
日
に
Ｉ

健康づくりのための食

生活

　食事ばバランスよく

本
の
牛
乳
、
百
鰐
の
緑
黄
色
野

菜
、
二
百
べ
の
そ
の
他
の
野
菜

を
と
り
ふ
｛
し
ょ
う
｝
な
り
釜
展

開
し
て
い
ま
す
。
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宇
治
公
民
館
で
は
、
中
学
生
を

持
つ
親
を
対
象
に
、
家
庭
教
育
学

級
を
開
催
。
思
春
期
か
瑞
政
る
子

μ
石
た
ち
の
心
身
の
発
達
と
家
庭

教
育
の
あ
り
方
、
親
の
果
た
す
べ

き
役
割
、
親
子
の
人
間
関
係
の
あ

り
方
な
ど
を
考
え
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼

対
象
・
定
員
・
・
・
市
内
在
住
の
中
学

生
か
痔
つ
親
、
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
…
宇
治
公
民
館
（
き
四

2
8
0
4
）
へ
電
話
か
来
館
で
▼

保
育
・
：
２
歳
以
上
の
幼
児
2
0
人
。

お
や
つ
代
二
百
五
十
円
か
必
要
。

　
キ
ご
’
ブ
セ
｡
＼
タ
ー
な
ど

　
　
　
　
使
川
沿

　
七
月
二
十
一
日
倒
か
ら
八
月
三

十
一
日
困
ま
で
の
夏
休
み
期
間
の
、

炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
と
野
外

活
動
敦
９
　
（
飯
ご
う
・
な
べ
・
テ

ン
ト
）
の
使
用
仮
受
け
付
け
を
し

ま
す
。
使
川
許
可
は
調
整
後
決
定
。

　
な
お
、
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ

ー
は
、
七
月
二
十
二
日
出
と
二
十

三
日
㈲
は
使
田
に
亭
姿
ん
。

　
▼
仮
受
け
付
け
期
間
…
６
月
1
0

日
出
、
正
午
ま
で
▼
対
象
…
野
外

活
勁
指
導
者
が
い
る
市
内
の
青
少

年
団
体
▼
使
用
料
・
：
無
料
▼
申
し

込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
来
げ
で
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
し
に
５
・
・
・
６
月
１
１
日
㈲
、
午
前

家庭教育学級の日程表

川 月日 内　　竹 講　師

１
6/i:i

　(■≪

IS謡八■f.fi<r>すすめti

思春期としかりむ､ほめ/j"

tf.U･公尺紅au

京都教fi人学教n
吹川　修さん

２
6/20

　(■≪
受.5*)91と親のありな

,l.,'l少年U人.X

指･1i.･f.
前川や雄さん

３
6/27

　(■≪
性教育と槻のありむ

Fい竹れ町/'£fr乍

京咄人･7'輿帥
今日要道さん

４ 7/4(･灯
<■倶に夢を…

以恥町な人.･Z

をμ唄人学品R授

宮鴫川明さん

５ 7/11(･匂
中■'/■･'I-を知る
　　新人類って何f'/.'
学衣のまとめ

it ft少年鮭全育成

協裏公会艮
笠叫教瑞さん

申
し
込
み
は
、
受
講
申
し
込
み
時

に
併
せ
て
。
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
公
民
館
ま
つ
り
出
演
者
と

　
　
　
　
バ
ザ
ー
物
品
を
募
集

　
六
月
二
十
四
日
出
と
二
十
五
日

聞
に
開
催
す
る
宇
治
公
民
館
ま
つ

り
の
出
演
者
と
バ
ザ
ー
の
物
品
を

募
災
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
〈
出
演
者
〉
Ｏ
仮
装
大
会
＝
2
4
日

出
、
午
後
６
時
Ｏ
も
の
次
ね
＆
カ

ラ
オ
ケ
大
会
9
2
4
日
出
、
午
後
６

時
半
・
：
参
加
賞
・
特
別
ｎ
も
あ
り

ま
す
。
６
月
ｍ
一
日
由
ま
で
に
宇
治

公
民
館
に
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
バ
ザ
ー
〉
使
用
可
能
な
試
料
品
、

学
用
品
、
生
活
用
品
、
調
度
品
、

古
着
以
外
の
衣
料
品
、
手
工
芸
品

な
ど
。
６
月
1
9
日
囲
か
ら
2
2
日
田

８
時
￥
、
京
阪
宇
治
駅
災
合
（
引
大

の
場
合
は
６
月
1
8
日
間
）
▼
コ
ー

ス
・
：
宇
治
駅
↓
私
市
駅
１
月
輪
の

滝
↓
ぐ
ろ
ん
芦
池
↓
河
内
森
駅
↓

宇
治
駅
解
散
の
約
1
1
％
＞
準
備
品

・
・
立
食
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
。
交
通

賢
は
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
…

木
村
長
次
さ
ん
（
豊
a
3
6
3
3
）

※時間はいずれも午mo時～正午

16ミリ映写機操作技術講習会の日程表

回 日時 内　　　　容

１
　6/21(43

rit6･吟～9l!

開講式･オリェンテーション

くJS義>映写機の原理・構造について

２
　6 /27(火

割M時tヽs時〈講義及び実技〉映町機の構造・操作について

３

6／28(釦 ･ﾐ実技〉
　映町機の操作練が

　祁合のよいＨの
　　　午(41時-5時　　　(午■A6時~9時)
　のいずれかの時川帯に

6/29(ね

6/30(倒

４ 7／l(U

〈テスト〉○映写機の原理・構造

　　　　　○映写機の操作テ乙ト
　・午後l時～3時･午i≪3時-5時
　・午a 6時- 8lt,!f
　　のいずれかの時間帯に

５
　7／6村

乍･筏7<卜9時

操作免許証交付

視聴覚教材の利用について

映画「この流れの彼万に」. IV1講式

ま
で
に
、
各
団
体
で
ま
と
の
て
、

宇
治
公
民
館
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
1
6
ミ
リ
映
写
機

　
　
　
操
作
技
術
講
習
会

　
中
央
公
民
館
で
貸
し
出
す
1
6
ミ

リ
映
写
機
・
1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を

地
域
や
職
場
の
映
画
会
な
ど
に
利

用
す
る
に
は
、
公
民
館
が
開
催
す

る
講
翼
琴
受
け
て
取
得
す
る
操

作
免
許
証
が
必
要
で
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
▼

対
象
・
定
員
・
・
・
市
内
に
在
住
・
在

勤
し
、
５
講
義
に
出
席
で
き
る
1
8

歳
以
上
の
人
、
4
0
人
（
先
祖
順
）
▼

講
師
・
：
ム
ー
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

・
有
田
幸
男
さ
ん
、
宇
治
映
画
同

好
会
会
員
▼
申
し
込
み
…
６
月
２

７
５
剛
1
2
7
5
）
へ
▼
主
催
…

踏
水
会
水
泳
学
園
。

　
府
立
学
校
の

　
　
体
育
施
設
を
開
放

　
城
南
・
西
宇
治
・
東
宇
治
の
各

府
立
高
等
学
校
の
体
育
施
設
が
開

放
さ
れ
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
直
接
各

市
民
体
育
の
お
知
ら
せ

市
民
体
育
課
　
電
話
2
2
３
1
４
1

へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
歩
こ
之
ｙ
。

　
夏
期
特
別
水
泳
≪
？
：
<
!
･
■
!

　
▼
レ
き
・
・
・
７
月
Ｈ
日
肉
～
８
月

８
日
㈲
▼
と
こ
ろ
・
：
伏
見
教
場
▼

受
講
料
上
万
七
千
五
百
十
円
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
京
都

踏
売
尿
泳
学
悶
事
務
局
（
豊
０

高
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
▼
利
用
で
き
る
団
体
…
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
目
的
と
し
て
1
0
人
以
上

で
構
成
さ
れ
た
団
体
▼
利
用
手
続

き
…
①
開
放
校
の
学
校
開
放
運
営

委
員
会
に
登
録
申
請
書
か
挺
出
し

て
登
録
②
同
じ
ぐ
、
使
用
許
可
申

請
Ｉ
‥
か
捉
出
し
て
許
可
を
受
け
る
。

日
出
か
ら
中
央
公
民
館
（
き
⑩
1

4
1
1
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
以
前
に
免
許
夕
取
得
し
て
更
新

手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
こ

の
講
習
会
の
期
間
中
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
　
（
中
央
公
民
館
）

木
　
彫
　
教
　
室

～
お
盆
を
つ
く
る
～

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
▼

対
象
・
定
員
・
：
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
、
2
0
人
（
先
管
順
）
▼
持
ち

物
…
彫
刻
刀
（
丸
刀
、
平
刀
、
印

刀
、
三
角
刀
、
あ
れ
ば
丸
曲
が
り

刀
）
、
ｍ
ブ
ラ
シ
、
ぼ
心
布
、
物
差

し
、
小
皿
、
鉛
筆
、
水
彩
絵
の
具

▼
材
料
費
・
：
五
百
円
▼
申
し
込
み

・
・
・
６
月
２
日
面
か
ら
中
央
公
民
館

（
ｓ
・
⑩
1
4
1
1
）
へ
電
話
か
来
館

　
市
営
プ
ー
ル

　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

　
黄
璧
公
園
・
西
宇
治
公
園
の
市

営
プ
ー
ル
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
１
　
ま
す
。

　
▼
募
集
人
数
・
賃
金
（
時
給
）
・
・
・

大
学
生
・
一
般
＝
男
女
各
1
0
人
、

六
百
円
。
高
校
生
―
男
女
各
1
5
人
、

五
百
五
十
円
▼
勤
務
期
間
…
７
月

1
5
日
出
～
８
月
3
1
日
閑
、
時
間
は

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
▼
資
格

・
・
・
高
校
生
は
２
年
生
以
上
で
学
校

の
許
可
が
必
要
。
大
学
生
男
子
は

水
泳
指
導
の
で
き
る
人
公
輦
「

期
間
中
は
継
続
し
て
勤
務
で
き
る

こ
と
ｙ
申
し
込
み
・
・
・
６
月
2
0
日
㈹

ま
で
に
黄
奘
公
園
プ
ー
ル
膏
理
事

移
所
（
黄
奘
体
育
ｎ
内
、
豊
⑩
－

９
０
５
）
へ
。
　
（
公
園
公
社
）

木彫教室の日程表

回 }j　日 内　　　　容

１ 6/15
　困

開講式、オリェンテーッョン
彫刻刀の使い)i.研ぎ方
図案を仮に写す．彫り込む

２ 6/22
　(木)

彫り込む

　　図案彫I),
ma面彫り

　　すくい彫り. I'l"切り彫り

３ 6/29
　困

形成の仕上げ
着色のはなし、とのこ着色

４
7／6

　俐
仕上げ
互評会

※時間はいずれも午後１時半~4時

で
▼
指
導
・
主
催
…
中
央
公
民
館

サ
ー
ク
ル
「
き
つ
つ
き
」
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

お
知
ら
せ

　
市
職
員
を
募
集

　
の
化
学
技
師
…
昭
和
3
6
年
４
月

２
日
～
4
6
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

日
本
国
籍
夕
肴
し
、
高
校
以
上
の

学
校
で
化
学
の
専
門
課
程
を
修
得

し
た
人
＝
人
。

　
〈
第
１
次
試
験
〉
▼
と
き
・
・
・
６
月

８
日
出
、
午
前
９
時
か
ら
▼
と
こ

ろ
・
：
市
職
員
会
館
▼
申
し
込
み
・
・
・

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
写
真
を
は
り
、
申
込
書
を

添
え
て
職
員
課
へ
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
郵
送
は
驀
扮
け
ま
せ
ん
。

実
施
要
領
と
申
込
書
は
職
員
課
に

あ
り
毒
ｆ
ｙ
▼
受
付
期
間
…
６
月
１

日
閑
～
７
日
叫
　
　
（
職
員
課
）

　
嘱
託
保
健
婦
を
募
集

　
市
で
は
、
。
嘱
託
保
健
婦
か
募
集

し
示
ず
。
応
募
資
格
は
、
保
健
婦

資
格
夕
肴
し
、
月
人
腹
日
の
週

五
日
間
勤
務
で
き
る
四
十
五
歳
ま

で
の
人
。
申
し
込
み
は
、
市
販
の

履
歴
書
に
保
健
婦
資
格
証
明
書
の

写
し
を
付
け
、
六
月
十
日
出
ま
で

に
職
員
課
へ
。
　
　
（
職
員
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
今
月
は
Ｉ
ヵ
所
だ
け
で
す
。

　
▼
な
７
６
月
９
日
廊
、
午
後

Ｌ
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

民
館
。
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
浄
水
場
見
学
会
と

　
　
ケ
レ
ッ
プ
無
料
交
換

〈
見
学
会
〉
▼
と
き
・
：
６
月
７
日
團
、

午
後
Ｌ
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…

西
小
倉
・
宇
治
浄
水
場
。
集
合
は

水
道
部
庁
舎
▼
申
し
込
み
・
：
６
月

５
日
側
ま
で
に
、
水
道
部
総
務
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話
で
。

　
６
月
１
日
～
７
日
の
水
道
週
間

中
、
ケ
レ
″
プ
（
パ
。
キ
ン
）
の
無

料
交
換
を
受
け
付
け
康
す
。
電
話

で
配
水
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
へ
お

申
し
込
み
欠
。
６
月
１
９
一
日
側
か
1
3

日
㈹
に
公
認
業
者
が
交
換
し
康
す
。

ケ
レ
″
プ
交
換
以
外
は
有
料
で
す
。

　
水
道
週
間
中
は
電
話
相
談
も
受

け
付
け
ま
ず
。
。

　
　
（
水
道
部
総
務
課
・
配
水
課
）

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
８
月
末
ま
で
開
設

　
市
で
は
、
家
庭
に
放
置
さ
れ

て
い
る
不
用
－
写
、
別
の
家
庭

で
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
ぐ

た
め
、
不
唇
Ｅ
情
報
セ
ン
タ
ー

を
開
設
。
毎
回
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
ず
。

　
今
回
も
八
月
三
十
一
日
困
ま

で
開
設
し
乖
ゐ
で
、
欲
し
い

も
の
、
譲
ひ
た
い
も
の
が
あ
る

人
は
、
電
話
・
は
が
き
か
采
庁

で
不
用
－
回
報
セ
ン
タ
ー
（
宇

治
琵
琶
3
3
、
市
役
所
自
治
振
興

棋
島
町
三
十
五

　
松
田
　
昭
那
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
3
・
５
・
９
①1*鳴こ

　
宇
治
市
・
咸
陽
市

　
友
好
都
市
締
結
３
周
年

　
　
　
　
　
　
記
念
講
演
会

　
▼
と
き
…
６
月
４
日
㈲
、
午
前

1
0
時
半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

市
民
会
館
▼
テ
ー
マ
…
中
国
の
健

康
法
と
Ｍ
功
に
つ
い
て
▼
講
師
・
：

咸
陽
市
陳
西
中
医
学
院
気
功
師
・

王
沓
田
さ
ん
▼
主
催
・
：
宇
治
市
太

極
拳
協
会
。
　
　
　
（
秘
書
課
）

　
甲
種
防
火
管
理
者

　
　
　
資
格
付
与
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
1
2
日
出
と
1
3
日

閑
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
午

後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
南
京
都
信

刄
崖
本
店
▼
対
象
・
：
甲
種
防
火

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
現
況
届
は
６
月
中
に

　
現
在
、
混
坐
当
・
特
例
給
付

を
営
け
て
い
る
人
（
四
月
に
新
し

く
申
請
し
た
人
、
五
月
分
だ
け
受

課
内
、
き
⑩
3
1
4
1
）
に
登

録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
主
な
取
り

扱
い
品
・
登
録
項
目
・
品
物
の

取
引
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
同

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
穴

　
な
お
、
故
障
・
欠
陥
・
そ
の

ほ
か
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
、

当
事
者
間
で
解
決
し
て
い
た
だ

今
季
ｙ
。
市
は
一
切
の
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
。
（
自
治
振
興
課
）

　あきなちゃんはお外が大好き。

みんなに好かれる優しい女の子に

育ってね。

　この欄に掲載するお子さん（63

年6月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

管
理
者
の
資
格
が
必
要
な
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
▼
定
昌
Ｉ
・
9
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
三
千
円

▼
申
し
込
み
…
所
定
の
受
講
申
込

書
（
消
防
〈
分
〉
署
に
あ
り
未
丁
）
に

写
真
を
は
り
、
印
鑑
を
持
っ
て

消
防
本
部
へ
▼
営
に
付
け
・
・
・
６
月

1
2
日
側
～
1
4
日
困
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
消
防
本
部
予
防
課
（
豊
⑩
0
1

1
9
）
へ
。
　
　
（
消
防
本
部
）

　
Ｊ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
▼
と
き
・
：
６
月
１
１
一
日
㈲
、
午
後

Ｌ
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
…
三
百

円
▼
主
催
・
：
宇
治
堕
昌
連
盟
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

給
資
格
の
あ
っ
た
木
を
含
む
）
は
、

六
月
中
に
現
況
届
を
福
祉
年
金
課

に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
現
況
届

は
、
引
き
続
意
児
童
手
当
荒
符

る
こ
と
が
で
き
る
か
審
査
す
る
た

め
の
大
切
な
届
け
で
す
。

　
現
在
、
受
給
の
対
象
児
童
は
、

第
二
子
・
第
三
子
以
降
と
も
義
務

教
育
就
学
前
（
5
8
年
４
月
２
日
以

降
生
次
れ
）
の
児
童
で
す
。
な
お
、

昨
年
度
に
所
得
基
準
を
超
え
て
却

下
に
な
っ
た
人
、
未
申
請
の
人
は

申
請
鴛
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
高
校
奨
学
金
の
申
諦

　
府
で
は
高
等
学
校
へ
の
就
学
援

助
と
し
て
将
胴
金
を
支
給
し
毒
で

　
▼
支
給
対
象
・
：
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
盲
学
校
・
ろ
つ
学
校
の
高

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

　
　
　
　
ご
注
意
を

　
光
化
学
ス
モ
″
グ
が
発
生
し
　
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
と
が

や
す
い
季
節
と
な
り
、
府
と
市
　
痛
む
時
に
は
、
洗
顔
や
ラ
が
い

で
は
、
光
化
学
ス
モ
″
グ
の
緊
　
を
し
て
外
出
を
控
え
る
と
と
も

急
時
対
策
体
制
に
入
り
ま
し
た
。
に
、
保
健
所
や
市
役
所
へ
ご
連

　
注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
　
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
注
意
報

る
と
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
報
　
な
ど
の
発
令
時
に
は
、
自
動
車

道
さ
れ
る
ほ
か
、
学
校
や
郵
便
　
の
運
行
や
ガ
ソ
リ
ン
の
補
給
作

局
な
ど
の
公
共
施
設
に
、
垂
れ
　
業
な
ぐ
ぃ
）
、
で
き
る
だ
け
控
え

幕
を
掲
げ
て
お
知
ら
せ
し
毒
司
　
て
ぐ
だ
さ
い
。

注
意
報
な
芦
示
発
令
さ
れ
、
目
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

予防接種を実施

(6月1日から)

　
▼
期
間
…
通
年
実
施
（
７
・
８

月
は
な
る
べ
く
避
け
て
）
▼
対

象
…
宇
治
市
民
で
生
後
１
歳
～

３
歳
未
満
の
幼
児
（
麻
見
予

防
接
種
済
み
の
幼
児
は
除
く
）

▼
膏
け
方
・
・
・
「
麻
見
・
お
た
ふ

等
部
に
修
学
し
、
次
の
世
帯
に
該

当
す
る
人
（
府
の
ほ
か
の
奨
学
金

欠
持
て
い
る
人
か
啄
く
）
○
母

子
（
父
子
）
世
帯
・
：
母
（
父
）
と
2
0
歳

未
満
の
子
ま
た
は
母
子
（
父
子
）
と

6
5
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
す
る

世
帯
○
児
童
世
帯
：
交
母
の
な
い

2
0
歳
未
満
の
児
童
ま
た
は
児
童
と

そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人
で

構
成
す
る
世
帯
○
４
体
障
害
者
世

帯
・
：
父
ほ
ま
た
は
そ
の
一
方
が
４

体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
の
第

３
級
以
上
に
該
当
す
る
程
度
の
障

害
者
の
世
帯
ｏ
長
期
療
養
者
世
帯

・
：
父
母
ま
た
は
そ
の
一
方
が
国
民

年
金
法
別
表
に
定
め
る
程
度
の
状

態
の
世
帯
▼
支
給
額
・
：
○
奨
学
金

（
月
額
Ｔ
国
公
立
上
万
七
百
円
。

高
専
＝
一
万
二
千
七
百
円
、
私
立

全
日
制
上
一
万
八
千
七
百
円
、
私

立
定
時
制
上
一
万
二
百
円
、
通
信

く
か
ぜ
・
風
し
ん
予
防
接
種
協

力
医
療
機
関
」
の
ス
テ
″
カ
ー

の
あ
る
医
院
・
病
院
へ
直
接
▼

費
用
・
：
無
料
▼
持
ち
物
…
印
鑑
、

母
子
手
帳
。
　
（
保
健
予
防
課
）

　
こ
う
原
病
個
別
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
9
日
側
、
午

後
１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
保
健
所
▼
対
象
…
膠
原
病
患

者
と
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
そ

の
家
族
▼
内
容
・
：
専
門
医
師
に

よ
る
個
別
相
談
▼
申
し
込
み
…

６
月
1
4
日
困
ま
で
に
宇
治
保
健

所
（
容
⑤
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

制
‥
七
千
円
○
入
学
支
度
金
・
：
国

公
立
ａ
五
万
五
千
円
、
私
立
全
日

制
ａ
土
八
万
円
、
私
立
定
時
制
＝

十
二
万
円
、
通
信
制
＝
四
万
円
。

　
申
請
は
在
学
証
明
書
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
六
月
三
十
日
倒
ま
で
に

福
祉
年
金
課
へ
。
（
福
祉
年
金
課
）

。
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
7
日
出
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
悒
屈

祉
会
館
▼
対
象
…
ろ
ラ
あ
者
▼
指

導
…
江
崎
美
子
さ
ん
▼
参
加
費
・
：

四
百
円
▼
内
容
・
：
野
菜
盈
呪
っ
た

ク
ッ
キ
ー
・
ヶ
Ｉ
キ
▼
持
ち
物
・
・
・

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
キ
ん
、
ふ
声
ん

▼
申
し
込
み
…
６
月
７
日
限
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
５
６

５
０
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
豊
・
⑩
0
8
5

7
）
へ
。
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

993

中学生を知る講座

新人類って何だ？

家庭教育学級を開講

福
祉
の

お
知
ら
せ

麻しん･おたふくかぜ・

　風しん混合



第847号 宇治市政だより 1989年（平成元年）６月１日発行（4)

　　　献血

　●2日（丸山百貨店=

10時～正午・小売市場

　連合会主催、青少年文化研修道場=

13時半

　～15時半）、８日（保健医療センター=

10時

　～正午、13時～15時半）

飼えなくなった犬・猫の引き取り　　　

・毎週月曜日（宇治保健所=

9時～10時半）。

　　　相談あんない

●ft少年相談（16日、市民会館13時～16時）。

・京都府交通事故相談（7

日,

21日、京都府

　宇治地方振興局a⑤2049、9時～16時）。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠依

　額の算定、訴訟や調停のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど, お気軽にご相談く

ださい。

　相談は無料、秘密は厳守。

E…………………:…………………………’……………………1

　　社会福祉協議会の法律（定員io人)･年

　金･結婚･登記･心配ごとなどの相談日程

　や､行政･人権･消費生活･精神薄弱者相談

　の日程は、元年度版「市民カレンダーと

　手びき」に掲載．ご利用ください．

　　このほか、市政相談と一般生活相談は

　市役所市民相談室で、消費苦情相談は自

　治振叫課で、教育相談は教育委貝会で、

　日曜日を除く毎日受け付け．家庭児童相!

　談は月～金曜日の10時-16時に総合福祉ｌ

　会館3階の家庭児童相談室(Sc8698）j

　で．
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川
絲
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小
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西
大
久
保
小
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椋
公
会
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ユ
ニ
チ
カ
社
宅
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肉
落
人
日
1
2
の
通
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八
氷
ガ
レ
ー
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南
小
倉
小
学
校

北
小
介
小
学
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汚
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処
理
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駐
市
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四
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山
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北
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山
陵
第
２
児
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公
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う
め
か
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商
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吹
へ
㈲
メ
ー
ト
ル

明
星
保
育
刈
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

羽
戸
山
唱
会
所
横

駐
車
場
所

ノ

　
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
時
間
帯
が

六
月
十
二
日
間
か
ら
一
部
地
域
で

変
更
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

地
域
の
町
内
心
一
・
自
治
会
へ
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
間

違
い
の
な
い
ぷ
つ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
連
絡
の
な
い
町
内
会
・

自
治
会
は
、
現
行
の
時
間
帯
の
ま

ま
で
す
。

　
な
お
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
１
と
お
り
午
前
九

時
ま
で
に
定
点
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
収
集
作
業
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え

な
い
ゴ
ミ
と
に
分
別
し
て
収
集
し

て
い
ま
す
。
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

は
、
週
二
回
、
曜
日
を
決
め
て
行

っ
て
い
ま
す
。
燃
え
る
ゴ
ミ
を
出

つ
い
て
は
午
前
九
時
ま
　
　
…
…
…

で
に
、
午
後
の
収
集
地
区
に
つ
い

て
は
午
後
一
時
ま
で
に
定
点
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
《
古
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
類
は
古
紙

回
収
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
〉

　
最
近
、
古
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
衣

料
な
ど
が
名
皇
に
燃
え
る
ゴ
ミ
と

し
て
出
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
資
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1
1
1
1
1
1
－
―
Ｉ
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Ｉ
－
－
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－
Ｉ
－
１
１
－
ｌ
Ｉ

源
を
有
効
に
再
利
用
す
る
た
め
、

市
が
実
施
し
て
い
る
古
紙
回
収
事

業
に
町
内
会
な
ど
で
取
り
組
み
欠

　
な
お
、
引
っ
越
し
な
ど
で
一
時

的
に
名
塁
に
出
る
ゴ
ミ
は
、
臨
時

　
（
有
料
）
収
集
し
ま
す
。
清
掃
事

務
所
（
昔
・
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　
（
清
掃
事
務
所
）

午
前
の
収
集
地
区
に

　
　
　

　
燃
え
る
ゴ
ミ
の
約
五

〇
％
が
水
分
で
す
。
十

分
に
水
切
り
を
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
《
決
め
ら
れ
た
時
間
に

決
め
ら
れ
た
場
所
へ
〉

ズ
に
収
集
で
き
る
ぷ
コ
、
一

次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
一

さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
〈
十
分
に
水
切
り
を
〉
　
一

●収集曜日と時間をお間違えなく

6月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合電話O75－631

－51

71）　　　　　木　　幡（平尾、須留、南原、御蔵山、畑山田．御
2　20　　　　　園、陣ノ内、赤塚、花揃、金草原、北畠、

　　　　　　　　　桧尾、北山畑、jR以東の正中・東中）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

20　　　　寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、合同、梅林官有地、大林一鄙
1　21　　　　新開(JR以西)、平野(J R以西)、折坂(JR以西)

　　　　　六地&
(全域）

　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

5　21　　　　　中村、南山畑、南山、南端．JR以西の正

　　　　　　　　　中一束中）　　　　　五ヶ庄（広岡谷、JR以東の芝ノ束）

2　22　　　　福角（JR以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島、笠取
3　23　　　　車田一部、平町．一里塚、戸ノ内(桐島飛地)
5　24　　　　車田、丸山、出口(jR以西)．森本(JR以西)、谷下り(j R 以西)

6　26　　　　福角(JRii(東)、折坂(JRJil眼)、平野、一番割、二番割、三番割一部、半野府宮住宅
7　27　　　　西浦(府道以東)、三番割、芝ノ東(府道両側)> 南端(TR以東)、新開(j R 以東

　　　　　木　幡（熊小路）　　　　　五ケ庄(雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西

　　　　　　　　川原、壇ノ東、寺界道、野添．大林、梅林、
6　22 西浦、新開、平野．折坂、福角、－・二・

　　　　　　　　三番割, JR以西の芝ノ東、高峰山）
　　　　　菟　　道（平町）

8　28　　　　芝ノ東(府道以東)、広岡谷、南山(Ａ)、中村(さつきヶ丘)

9　29　　　　南山(Ｂ)、金草原
in　30　　　　南山畑、北山畑、大瀬戸(JR以東)、中村(TR以東)、東中(j R 以東、北畠一部
12　　　7/1　　北畠．桧尾．平尾、須留

13　　　7/3　花揃、赤塚．陣ノ内(J R以東)、御園、御蔵山、北御園、正中(JR以東)、町並一部

　　　　五ヶ庄（大八木品.上村、岡本、日皆田、一里塚、
　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）
　　　　菟　　道（平町を除く全域）

7　23　明星町（全域）
　　　　羽戸山（全域）

　　　　志津川（全域）
　　　　牢　　治（山本　乙方　東内　又振　山田）

14　　　7/4　北御蔵山(平尾)、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域、畑山田

　　　　　　　　正中(jR以西)、西中一部、東中(jR以西)、陣ノ内(jR以西)v河原、徳永、柿ノ木
15　　　7/1; 町．北島．一丁目、札ノ辻町、紺屋町

16　　　　　　　内畑、西中、中村(jR以西)、大瀬戸(JR以西)、壇ノ東、西浦、m小路、南端(JR以西)
17　　　　　　　大林、梅林、芝ノ東(R以西)、西浦(府m以西)

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町｀･開町・大久保町地域
　　　　　宇　　治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　塔川、善法、束山、下居、上権現町、琵琶．

　　　　　　　　　野神、弐番、池森、米阪、矢落、若森、Ｊ
８　24　　　　　R以南の天神）

　　　　　白　　川（全域）
　　　　　折居台（全域）
　　　　　天神台（全域）

7　27　　　　田原、井ノ尻、旦椋、半盛、南ノロ

8　28 北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹．茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山(JR以西)、
　　　　　　　　　寺山(翠光園団地)

9　29　　　　寺山．大開‾部ヽ宮谷ヽ尖山‾部ヽ丸山ヽ‾里山(府道以南ヽ市道以東)ヽ中島.
　　　　　　　　石塚(心華寺通り以西)
10　30　　　　直裏、一里山、桐生谷、開町、石塚(心華寺通り以東)、宮北一部

　　　　小倉町（全域）

　　　　南陵町（全域）　　　　羽拍子町（旧国道〔府道〕筋を除く全域）
9　26　神　　明（全域）

　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）
　　　　琵琶台（全域）
　　　　fて野町f/ヽ抑K一SB)

12　　　7/1　小根尾、大開一部･、尖山一部、宮西、宮北、宮東(城南荘本通り以西)

　　　　　　　　宮東(城南荘本通り以販)、野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権現町)、琵琶、
13　　　^/^ 若森(TR以南)、矢落(jR以南)

14　　　7/4　下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里田（] R以南）、塔川
15　　7/5　　蓮華、乙方、東内､又振、山田、紅斉、白川、金井戸、山本．荒槙、田中、大垣内、妙見､志津川

16　　　　　　森本(JR以東)、段ノ上．薮里、東西隼上り、車中、西中、河原、門前、･只川、中筋、
　　　　　　　　　　池山、谷下り(JR以東)、出口(T R以東)

　　　　開　　町（旧国道〔府道〕筋を除く全域）

10　27　広野町（小根尾、大開、尖山．宮谷．中島、丸山）
　　　　西大久保府営住宅（1 ~20棟）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

灘
　　　　　老ノ木、久保、西山(旧国道じ府道〕以東)、寺内一部、蓮池.
20　　　　天王(府道宇治小倉停車場線以北)　　　　　　　　　　・　　　　　開　　町（旧国道〔府道〕筋）　　　　　広野町（桐生谷、一里山、束裏、寺山、西裏、茶

12　28 大久保町長S)山、山ノ内、mノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　久保）　　　　　丙大久俣府営伴宅("51～:^が勣

　　　　　　　　天王(府道宇治小倉停車場線以南)、東山、蔭山、吹前、

1　21　　　　中川原(大川原線以東)、十一(大川原線以東．国道以m)、
　　　　　　　　十六(国道以東)、十八(国道以東)

2　22　　　　寺内、西浦

　　　　　安田町（全域）　　　　　伊勢田町（名木．浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新

13　29　　　　　中ノ荒、ウトロ、南山）

　　　　　広野町（成田、新成田）　　　　　大久保町（田原且椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

3　23　　　　南堀池(本通り以北)．南堀池(本通り以南)

5　24　　　　南堀池(大和)、m池

　　　　　　　　南遊田、遊田こ砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、
6　26 井尻、中ノ田、名木、浮面、安田町全域

　　　　おことわり

・４月■1日から、大久保バイ

パスが国iil24号となり、この

間を結ぶ従来の国道(京滋バ

イパス～城陽市寺田新池)は、

府遊城陽宇治線に。これに伴･

い、ゴミ・し尿収集日程表の

｢[日遊｣の表示を｢府遊｣に変

更します。なお、当分の間、

　｢Ill国ili〔府遊〕｣と表示しま

す。　　　(ii'f耕事務所)

　　　　　　　　中山(近鉄以東),大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島7　27 前、大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)

　　　　　　宇　　治（半白）
　　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）
14　30 羽拍子町（旧国道〔府道〕筋）

　　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林．井尻,中山、毛IS）

8　28　　　　中山(近鉄以西)、毛語、若林
9　29　　　　羽拍子町
10　30　　　　弐番(府道以北)、池森、米阪、蛇塚

　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの

　　　　　　　　　市道筋以南の西浦）15　7/3　伊勢田町（遊田、砂田）

　　　　　西大久保府営住宅（33～43棟）

　　　　　　　　北山Ａ・Ｂ・ｃ・Ｄ団地、中央台、西山(l日国道し府道3 以西)
12　　　7/1　神楽田(山中含む)

　　　　　　　　戸ノ内、矢落(JR以北)、若森(JR以北)、里尻(JR以北)、
13　　　7/3小桜、南堀池(田中、大和一部西２号通り以北)

　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信

16　7/4　　　　　前までの市道筋以北の西浦）
　　　　　伊勢田町（南遊田）　　　　・

14　　　. 7/4 ･ ill目川．西目川、南落合(0～3の通りまで)

15　　　7/5　南落合(4の通り以降～13の通りまで)
16　　　　　　　南浦(100～110、84～98、30～33)、大只団地、山際一部

　　　　　　　棋島町（全域）

1　19　　　　小倉町（近鉄以東の新田a）　　　　　　　宇　　治（戸ノ内、蔭山、JRJil北の御廟・天神）

17　　　　　　　南浦．西浦一部．神楽田一部(近鉄以西)

　　　　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口.幡貰、
19　　　　　　郡．石橋(大川原線以東)
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